
 

 

第 6 編 財務 （福島地方水道用水供給企業団請負工事監督規程） 

 

○福島地方水道用水供給企業団請負工事 

監督規程 

 

 
改正 平成 24 年 4 月 1 日管理規程第 3号   令和 2 年 4 月 1 日管理規程第 4 号 

          令和 6 年 4 月 1 日管理規程第 2 号 

（趣旨） 

第１条 この規程は、福島地方水道用水供給企業団が執行する請負工事(以下「工事」

という。)について、福島地方水道用水供給事業会計規程（令和 6 年管理規程第 1

号。以下「会計規程」という。）第 185 条第 1 項又は第 187 条第 1項に規定する

監督員(以下「監督員」という。)の執務に関して必要な事項を定めるものとする。 

 （監督員の公正の原則） 

第２条 監督員は、関係法令及びこの規程の定めるところに従い、公正を旨とし厳

正かつ的確な工事の完成を期するものとする。 

（準拠事項） 

第３条 工事の監督は、契約書に定めるもののほか、福島地方水道用水供給企業団

工事請負契約約款に基づく設計図書により行うものとする。 

（監督員の職務） 

第４条 監督員は、上司の指揮を受けて次に掲げる工事施工上必要な職務を行うも

のとする。 

(1) 調査、測量等 

(2) 関係官公署、民間機関等に対する諸手続 

(3) 工事費内訳明細書の内容の検討 

(4) 工事工程表の検討 

(5) 施工図の検討及び承認 

(6) 受注者に対する指導及び監督 

(7) 施工に必要な立会い及び検査 

(8) 工事出来高の確認 

(9) 材料の試験及び検査 

(10) 変更設計書の作成 
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(11) 関係帳簿及び資料の整理 

（施工準備及び工事完成手段） 

第５条 監督員は、あらかじめ工事現場の状況を把握し、設計図書に基づき受注者

の工事施工計画書を検討の上、工事が完全に施工されるよう受注者に対して必要

な指示をするものとする。この場合において、疑義があるときは、その処理につ

いて上司の指示を受けなければならない。 

２ 監督員は、丁張りその他工事の基準に関して受注者と連絡を密にし、遅滞なく

検査を行わなければならない。 

（工程管理） 

第６条 監督員は、工程管理に努め、工事が工期内に完成するよう受注者を指導す

るものとする。 

２ 監督員は、工事が工期内に完成が危ぶまれるときは、上司に報告するとともに、

速やかに適切な措置を講ずるものとする。 

（下請負） 

第７条 監督員は、受注者があらかじめ契約権者の承諾を得ずに第三者に工事の全

部又は大部分を一括して請け負わせている事実を発見したときは、上司に報告す

るものとする。 

（工事関係者に関する措置） 

第８条 監督員は、現場代理人、主任技術者、監理技術者、専門技術者その他受注

者が工事を施工するために使用している下請負人、労働者等で、工事の施工又は

管理につき著しく不適当と認められる者があるときは、上司の指示を受けるもの

とする。 

（工事監督記録） 

第９条 監督員は、工事の監督を行うときは、工事監督記録の監督事項をその都度

記録する。 

（現場発生品） 

第１０条 監督員は、工事の施工にともない、現場発生品が生じたときは、受注者

から現場発生品とともに引渡場所及び日時を指定して、当該発生品を受け取るも

のとする。 

２ 監督員は、受注者から現場発生品の使用の申出があったとき、又は監督員が現

場発生品を使用する必要があると認められるときは、設計変更を行う等適切な処
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理をするものとする。 

（工事の下検査） 

第１１条 監督員は、工事が完成し、又は部分完成したときは、当該工事の下検査

を行い、担当係長の検査を受けなければならない。 

（検査の準備） 

第１２条 監督員は、工事完成の届出又は部分払の請求があったときは、設計図書

又は出来高調書を整理し、速やかに受注者に受検の準備をさせるものとする。 

２ 前項の場合において準備する資料及び記録は、次のとおりとする。 

(1) 契約に関するもの（契約書等） 

(2) 出来形管理資料（出来形図、出来形管理、出来形数量又は出来形計測資料） 

(3) 施工管理の結果資料（工程表、品質管理資料、品質証明資料、工事写真） 

(4) 安全管理に関する資料 

(5) 設計図書で指示した工事材料の試験結果 

(6) 上記以外の使用材料に関する資料 

(7) 設計図書で指示した施工立会の記録 

(8) 建設産業廃棄物処理結果報告書 

(9) 社内検査結果資料 

(10) その他検査員が必要と認める書類 

（出来高の確認） 

第１３条 監督員は、受注者から契約書による部分払の請求又は契約解除による既

成部分の引取請求があったときは、対象となる部分の出来高を遅滞なく確認し、

出来高調書を作成しなければならない。 

（委任） 

第１４条 この規程に定めるもののほか、必要な事項は、企業長が別に定める。 

附 則 

この規程は、平成 15年 4月 1日から施行する。 

附 則（平成 24 年 4月 1 日管理規程第 3 号）抄 

この規程は、平成 24年 4月 1日から施行する。  

附 則（令和 2年 4 月 1 日管理規程第 4 号） 

この規程は、令和 2年 4 月 1 日から施行する。 

附 則（令和 6年 4 月 1 日管理規程第 4 号） 
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この規程は、令和 6年 4 月 1 日から施行する。 

 


